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高田昌彦, 大石高生, 松本正幸, 井上謙一, 平田快
洋, 二宮太平, 高原大輔 
1) 神経路選択的細胞死誘導法を用いた大脳基底核の
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の RCRO 領域の組み換えが生じることを確認した. 
 






























早川卓志， 菅原亨（現 成育医療センター）， 鵜殿俊
史，森村成樹（以上，チンパンジーサンクチュアリ宇
土）， 友永雅己（思考言語）， 郷康広， 平井啓久， 今
井啓雄 
国内施設飼育チンパンジーを対象に T2R 遺伝子群
の種内多型を解析した. 約 50 個体を対象にした西チ
ンパンジーでは平衡選択的な傾向がみられた










の遺伝子多型解析を行った． 特に T2R38 について多
くの遺伝子多型が発見され， ある群では機能欠損さ
れていることが示唆された. 苦味物質 PTC を含むリ
